
・バリアフリー化
・集中しやすい作業環境
（間仕切りの設置等）

職場の
環境整備

・指示系統の明確化
・指導担当者同士の情報共有
（指導方法、改善点等）

・日常的な声掛け
・定期的な面談による不安や
困りごとの把握

・部署全体で障害者を支える
仕組み
・支援機関との連携

職場定着

指示・指導
体制

社内支援
体制

日常的な
フォロー

このたび、当機構より「働く広場10月号」を発行いたしました。
前回は「職場定着のための基本的支援とその留意点①」をご紹介しました。今回は「その②」として、障害のある
従業員が安心して働き続けられる職場づくりに必要な支援について、4つの実践ポイントが具体例とともに示されて
います。企業の人事担当者の皆様にとって、障害者雇用の質を高めるためのヒントが詰まった内容です。
是非ご一読ください。以下は、その内容を図解したものです。

上記の4つのポイントは、障害のある方が安心して働き続けるための土台です。特別な対応ではなく、「誰もが働き
やすい職場づくり」として全社的に取り組むことが、結果として生産性や職場の活気にもつながります。

当センターでは、障害者雇用に関する起業の皆様のお悩み寄り添いながら、障害者雇用の第一歩を安心して踏み
出していただけるよう、各種アドバイスや情報提供等、幅広いサポートを行っております。障害者雇用について
お困りの際は、当センターまでお気軽にご相談ください。

佐賀障害者職業センターからのお知らせ令和7年10月15日

「働く広場」2025年10月号

はじめての障害者雇用 ～職場定着のための取組み②～
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